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建設国保の加入は民商へ 
■ 個人事業で建設業の方が対象です 

■ 保険料は定額制なので安心です 

■ 休業５日以上の場合、補償があります 

■ 医療費が月１７５００円以上は還付に 

 

20 17 16 14 10.11 7 

２ 

月
予
定
表 

火 土 金 水 土日 水 

「
カ
メ
ジ
ロ
ー
」

上
映
会 

県
民
文

化
セ
ン
タ
ー 

小

ホ
ー
ル 

県
婦
人
部
役
員
会 

確
定
申
告
始
ま
る 

理
事
会 

い
の
ち
と
健
康
を

守
る
学
習
交
流
会 

法
律
相
談
会 

税
務
署
と
打
合
せ 

              

 

 

 

 

 
 

 

 

 

手書きで明細書に記入してＯＫ 

 

平
成
２
９
年
分
の
確
定
申
告
か

ら
医
療
費
控
除
の
方
法
が
変
わ
り

ま
し
た
。 

 

こ
れ
ま
で
は
医
療
費
控
除
を
受

け
る
と
き
に
は
、
医
療
機
関
が
発

行
す
る
領
収
書
の
提
出
（
添
付
）
・

提
示
が
必
要
で
し
た
。 

そ
れ
が
今
度
は
、
医
療
費
控
除

の
明
細
書
に
、
領
収
書
や
健
康
保

険
組
合
な
ど
が
発
行
し
た
医
療
費

通
知
を
見
な
が
ら
、
手
書
き
で
必

要
事
項
を
記
入
し
て
こ
れ
を
提
出

す
れ
ば
、
領
収
書
を
一
緒
に
提
出

し
な
く
て
も
よ
く
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
手
書
き
が
面
倒
な
場
合

は
、
医
療
費
通
知
書
（
お
知
ら

せ
）
を
提
出
し
て
、
明
細
書
に
代

え
る
こ
と
も
可
能
で
す
。 

た
だ
し
、
領
収
書
な
ど
は
５
年

間
の
保
存
が
必
要
で
す
。 

ま
た
、
こ
れ
ま
で
通
り
確
定
申

告
書
に
領
収
書
を
添
付
し
て
医
療

費
控
除
を
受
け
る
こ
と
も
可
能
で

す
。（
平
成
３
１
年
分
ま
で
） 

 
 

 
 

                  

民商共済会はあなたの味方  
◆会員・配偶者は無条件加入ができます 

◆月１０００円の掛金で入院１日３０００円 

◆3 日以上の入院で１日目から１２０日分給付 

◆７５才で５万円の長寿祝金（65 未満加入） 

 

労 災 ・ 雇 用 保 険 の 加 入 を 
● 建設業なら事業主のみでも加入が可 

 （大工・土木・左官・管・電気・塗装等） 

● 保険料は年３回の分割払い 

● 他の組合よりも手続き費用がお手頃 

 

 

 

県
南
民
商
も
加
盟
す
る
県
南
地
域

共
同
運
動
連
絡
会
は
１
月
２
９
日
、

利
根
庁
舎
会
議
室
で
懇
談
会
を
開

催
。
町
当
局
か
ら
は
１
１
の
課
か
ら

１
４
人
が
参
加
。
共
同
運
動
連
絡
会

か
ら
は
１
６
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

懇
談
で
は
、
国
保
問
題
・
農
業
問

題
・
子
ど
も
の
甲
状
腺
検
査
・
高
齢

者
の
移
動
問
題
な
ど
６
項
目
に
つ
い

て
町
の
見
解
を
求
め
ま
し
た
。 

 

今
年
度
か
ら
県
と
の
共
同
運
営
と

な
る
国
保
の
問
題
で
は
、
県
の
試
算

で
は
１
人
当
た
り
２
千
数
百
円
の
負

担
増
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
、
県
へ

の
不
服
申
し
立
て
は
今
の
と
こ
ろ
考

え
て
い
な
い
と
返
答
。
福
祉
バ
ス
の

運
行
で
は
、
１
日
平
均
２
８
人
が
利

用
し
、
バ
ス
に
は
ど
こ
で
乗
っ
て
も

無
料
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
有
効
活

用
を
検
討
し
て
い
く
構
え
で
す
。 

 
     

 
 

 
 

 

      

   
 

県
婦
人
部
が
第
１
３
回
一
泊
研
修
会 

 

茨
商
連
婦
人
部
協
議
会
は
１
月
２
７
・
２
８
の
両

日
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
内
の
施
設
で
研
修
会
を
開
催

し
全
県
か
ら
２
５
人
が
、
県
南
か
ら
は
５
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
１
日
目
は
「
民
商
・
全
商
連
の
基
本
方

向
」
、
分
散
会
討
論
。
２
日
目
は
「
婦
人
部
活
動
の

手
引
き
」
を
読
み
合
わ
せ
、
春
の
運
動
に
つ
い
て
全

体
討
議
が
行
わ
れ
、
確
信
を
深
め
あ
い
ま
し
た
。 

  

 
  

   

  

 

 

 
 
 
 
 
 

 
   

 

 
 

龍
の
よ
う
な
火
柱
を
上
げ
て 

燃
え
さ
か
る 

ど
ん
ど
焼
き 

 

安
倍
改
憲
ノ
ー
を
掲
げ
、
総
が

か
り
取
手
行
動
パ
ー
ト
２
０
の
集

会
が
１
月
１
９
日
、
取
手
駅
東
口

前
広
場
で
開
か
れ
、
お
よ
そ
そ
１

０
０
人
が
結
集
し
ま
し
た
。 

 

集
会
で
は
、
元
琉
球
大
学
教
授

の
太
田
昭
臣
さ
ん
が
「
沖
縄
」
を

語
り
ま
す
。
辺
野
古
で
は
毎
日
２

～
３
０
０
人
が
座
り
込
み
の
応
援

を
し
て
い
る
。
と
な
り
の
龍
ケ
崎

市
で
は
税
金
を
使
っ
て
弾
道
ミ
サ

イ
ル
の
避
難
訓
練
を
し
て
い
る
が

沖
縄
で
は
考
え
ら
れ
な
い
。
戦
争

映
画
に
若
者
が
感
動
し
な
い
。
し

か
し
映
画
に
は
戦
争
の
に
お
い
が

あ
る
。
沖
縄
は
北
か
ら
南
ま
で
全

部
が
戦
場
と
な
り
、
人
口
の
４
人

に
１
人
が
死
ん
だ
。
戦
争
の
残
忍

さ
を
知
ら
さ
れ
た
。
５
０
０
０
日

も
反
対
闘
争
を
続
け
て
い
る
。
市

長
選
で
力
と
な
っ
た
の
は
沖
縄
の

経
済
人
た
ち
だ
っ
た
。
今
は
オ
ー

ル
沖
縄
で
や
っ
て
い
る
。
沖
縄
に

米
軍
施
設
が
増
え
、
本
土
で
の
基

地
闘
争
が
縮
小
し
た
。
百
里
基
地

闘
争
も
な
く
な
っ
た
。
沖
縄
で
は

基
地
が
無
く
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、

経
済
が
活
性
化
し
、
経
済
効
果
が

１
４
倍
に
増
え
た
。
基
地
経
済
に

依 

依
存
し
な
く
て
も
や
っ
て
い
け
る
こ

と
が
分
か
っ
て
き
た
。
明
治
１
５
０

年
た
つ
が
明
治
ほ
ど
悪
い
時
代
は
な

い
。
大
日
本
帝
国
憲
法
が
で
き
て
か

ら
戦
争
ば
か
り
。
戦
後
７
３
年
、
平

和
の
長
さ
、
人
を
殺
さ
な
い
憲
法
を

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
沖
縄
で

は
９
条
の
碑
が
建
つ
。
平
和
憲
法
の

お
世
話
に
な
っ
て
い
な
い
。
ど
う
闘

っ
て
い
く
か
。
沖
縄
か
ら
近
・
現
代

史
を
見
つ
め
て
ほ
し
い
。
市
長
選
を

憲
法
を
片
手
に
闘
っ
て
い
る
。 

 


